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基金会」、以下「慈済会」）は、1966 年 4 月 14 日に証厳法師によって、台湾
花蓮県で創立された仏教系の慈善団体である。当初は 30 人で結成された慈








宗教社会学者の Richard Madsen、政治社会学者の Hsiao Hsin-Huang Michael
（蕭新煌）と David Shak が慈済会の研究を行っている［Madsen 2007；Hsiao 







文 Helping Behavior in Social Contexts: A Case Study of the Tzu-Chi Association 
in Taiwan をもとにまとめたものである（博士論文は著者のホームページで
閲覧・ダウンロード可能である(1)）。 
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第 2 章では慈済会の調査方法が詳細に述べられている。調査は 1995 年 4
月～1996 年 3 月の 1 年間、「慈済台中分会」で半構造化面接と参与観察を用












































































































































































(1) URL は http://idv.sinica.edu.tw/jcting/（2013 年 1 月 31 日取得）。  
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